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＜連絡事項＞

· 薬局より、企画書「患者持参薬の鑑別及び再分包、廃棄薬処理手順の見直しについて」が届いています。各自目を通し、処理手順等確認して下さい。

· 退院患者様のカルテで看護計画が立案されていない、挟まれていないものがあったとのこと。全患者様の看護計画の見直し・修正作業を定期的に実施できる体制を早急に検討するようにして下さい。
＜患者様連絡事項＞

· 高田　多紀子様～療養環境変更の為本日西Bユニットへ転棟しています。

· 袴田　英司様～点滴継続処方となっています。

· 久保　清美様～昨日他患者様がうるさく眠れなかったと訴えあり。眠剤（ネルボン）　　　

が就床前へ追加処方となり、以後定期となります。

· 河原木　泰志様～うなり声がうるさいと他者より手をあげられることあり。その後も

うなり声著明な為、精神神経用剤（ベゲタミン）が就床前へ追加処方となり、以後定期となります。リントン2A筋注（3日間）の指示もでています。

· 七戸　キミ様～現在常食ですが本人希望により、本日夕～全粥・常菜へと変更となり

ます。

明日10時家族面談があります。

· 吉田　光良様～現在常食ですが、飲み込みが良くない為、全粥・キザミ食へ変更とな

ります。

· 柿田　隆三様～本日合併症室→東Cユニットへ移動となっています。

昨日家族面談行い、来週22日か23日に退院することとなりました。

御家族より、退院日について後日連絡が入る予定です。

　　　　　　　　明日9:30～検討会があり、主治医・下平PSW・病棟スタッフ・ケアマネ（はくじゅ）の4名で行います。

＜要注目患者様検討＞

· 杉澤　恵子様～現在夜間隔離中(20:30～7:00)です。徘徊、転等、危険行為の有無に気

を付けて観察していきましょう。

· 河原木　泰志様～昨日、本日とうなり声が頻回に聞かれています。幻聴があるような

発言も聞かれています。他者に「うるさい」と怒鳴られてからうなり声がひどくなっている経過もあり、トラブルに注意し観察していきましょう。主治医へ相談し、一時的な環境調整も検討していきましょう。　

→本日午後主治医へ相談し、東Aユニットで一時的に休んでいただいています。

· 駒木　学様～うなり声がうるさいと他者を叩くことがありました。その後も表情の硬

さ見られています。見えないところでの暴力も考えられる為所在確認、観察を密にしていきましょう。

· 宮本　健蔵様～症状増悪の為、昨日西Bユニット→東Aユニットへ移棟となっていま

す。正月に外泊出来なかったことから幻聴が強くなり、被害的な発言も多くなったとのこと。昨日昼、「イライラしガラスを壊しそうになった。からかわれているように聴こえてくる。戸を開けてくれれば出て行きます」等の発言あったとのこと。

転入後は、表情の冴えなさ見られるも、粗暴・衝動行為なく、落ち着いて過ごされています。幻聴・妄想に左右された言動に注意し、粗暴・衝動行為の有無に注意していきましょう。

　　　　　　　　血圧3検、皮膚科診察あり、業者洗濯、OT・プログラム長期欠席、タバコは2本/回となります。

＜新入院患者様検討＞

・梅津　ちづ子（うめづ　ちづこ）様　　　56歳　

　　　主病名：アルコール依存症　

入院形態：任意入院

　　　主治医：田名部Dr

　　H18.7.2当院初診。アルコール性と思われる認知症状みられ兄様と受診。頭部CT長谷川式簡易知能評価スケール施行(15点)し、入院治療促していたが、本人の同意得られず、入院に至らなかった。以後通院なし。
昨日、五戸町の保健師より、同居していた兄様が1月12日に亡くなり、一人での生活が困難で断酒が出来ない状況と相談の電話あり、本日姉、保健師同伴で受診。本人より入院でのアルコール依存症の治療に同意が得られた為、東Dユニット17号室に、任意入院となっている。

・木村　修武(おさむ)様　　42歳　　

主病名：うつ病

入院形態:措置入院

主治医:川端先生

病棟:東Aユニット８号室　(時間隔離　16時～8時30分)

平成16年に離婚してから希死念慮が出現し精神科を初診。以後、自殺企図を数回繰り返している。平成19年10月30日死ぬ前に母の墓参りをしてからと思い、青森へ来るが、ガソリンがなくなった為ガソリンを入れ、代金を支払わず逃走し逮捕される。措置鑑定の結果、要措置となり当院に措置入院となる。

入院後は、無表情ではあるが、スタッフの声掛けに返答あり。ボディチェックも拒否無く行っている。希死念慮が強く自殺企図防止の為、16時から8時30分まで時間隔離となっている。

＜誤嚥について＞

本日朝、長根斑男様が食事（アイソジェン･トロミ）を詰まらせることがありました。

深夜帯はいつもと変わらない様子。食事開始し、嚥下状態はいつもと比べてゆっく

りだったとのこと。詰まらせたことにすぐに気付き、すぐに吸引等、処置を行って

います。

　　⇒以前嚥下状態悪く、食止めにした経緯のある方であることも考え、少しでも

いつもと違う様子が見られたら、無理せず摂取をやめていきましょう。













